
 新聞 第弐号 
Vol．２ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
の
食
文
化
『ぜ
ん
ざ
い
』の
継
承 

『ぜ
ん
ざ
い
』の
味
・魅
力
を
今
、
世
界
に
発
信
！ 

ぜんざい de ぜんしん 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの『ぜんざい』の長い

歴史の伝承を基に立ち上げた、【日

本ぜんざい学会】による、神話の

夢舞台出雲からの、『ぜんざい』の

新しい物語の序章に西尾出雲市長

と田邊会長が握手。これからの、

『ぜんざい』の永い歴史づくり。

和の食文化『ぜんざい』の世界に

情報発信。『ぜんざい』を通じた和

の美・味・魅力で出雲のまちづく

りをさらに前進。当学会直営によ

る、おもてなしの店1号店の開店

を誓い、その熱い思いと会員の暑

い姿を目に市長の手をさらに強く

握る田邊会長。現在、当学会の会

員は、47 名。ご加入のお問合せ

は、事務局までお気軽にどうぞ!!

今年の目玉は『ぜんざい』
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 島根県観光連盟の木幡会長は祝

辞のなかで、「島根県観光連盟が目

指してきた、石見銀山遺跡の世界

遺産登録の決定を見ることができ

た。ぜんざい発祥の地が出雲とい

うことは、今日の今日まで全く知

らなかった。しかし、我田引水で

はなく、江戸初期には、「祇園物語」

や林羅山の「梅村載筆」、「雲陽誌」

に記されており、今まで何故だれ

も気づかなかったのかが不思議。

このことは大発見だ。島根県観光

連盟は、今年の目玉は『ぜんざい』

に、出雲からめでたく生まれた『ぜ

んざい』を早速、全国のみなさん

に伝えたい。」と述べた。 
       ～有難うございます～
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ぜんざい音頭も紅白に♪ 

作詞：手銭 誠 作曲：よねやまみちお 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出
雲
國
に
神
在
も
ち
い
と
申
事
あ
り
。
京
に
て

ぜ
ん
ざ
い
も
ち
い
と
申
ハ
。
こ
れ
を
申
あ
や
ま

る
に
や
。
十
月
に
ハ
日
本
國
の
諸
神
ミ
な
出
雲

國
に
あ
つ
ま
り
玉
ふ
ゆ
へ
に
。
神
在
と
申
な
り
。

そ
の
祭
に
赤
豆
を
に
て
汁
を
お
ほ
く
し
。
す
こ

し
餅
を
入
ま
い
ら
せ
節
々
ま
つ
り
候
を
。
神
在

も
ち
い
申
よ
し
。
」
（
祇
園
物
語
よ
り
抜
粋
） 

 

日
本
ぜ
ん
ざ
い
学
会
は
、
七
月
一
日
、

出
雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
日
本
ぜ
ん
ざ

い
学
会
設
立
並
び
に
日
本
記
念
日
協
会
登

録
祝
賀
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
県
内
の
各
地
各
界
か
ら
一
五

〇
名
の
来
賓
の
皆
様
に
、
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
、
は
じ
め
に
、
当
学
会
の
田
邊
達
也

会
長
が
設
立
の
思
い
と
本
日
ま
で
の
御
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
西
尾
理
弘
出

雲
市
長
、
木
幡
修
介
社
団
法
人
島
根
県
観

光
連
盟
会
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
こ

の
後
、
事
業
会
員
十
六
者
の
皆
様
に
、
出

雲
ぜ
ん
ざ
い
提
供
店
の
認
定
証
を
田
邊
会

長
か
ら
交
付
し
ま
し
た
。
（
写
真
右
上
） 

 

こ
の
ほ
か
、
出
雲
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞

い
や
、
当
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紹
介
、

出
雲
産
小
豆
を
使
用
し
た
『
出
雲
ぜ
ん
ざ

い
』
の
販
売
、
ぜ
ん
ざ
い
音
頭
の
お
披
露

目
な
ど
和
や
か
な
な
か
に
行
い
ま
し
た
。 

♪
ぜ
ん
ぜ
ん
ぜ
ん
ざ
い
～ 

 

四
季
・
春
か
ら
冬
を
、
、
『ぜ
ん
ざ
い
』と 

人
と
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
く
唄
っ
て
い
ま
す
。

『ぜ
ん
ざ
い
』な
だ
け
に
、
目
標
は
「紅
白
」出
場
！

小豆（出雲産大納

言）を使用した【出

雲ぜんざい】を当

学会から新発売!! 

10 月 31 日は「出雲ぜんざいの日」です!!  ～1031(ゼンザイ)～ Nippon Zenzai Society 


